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第１章 研究の意義と目的

論文の研究背景は以下のようになっておる。2001 年以降、中国の高齢化率は 7％を超え、

「高齢化社会」に突入した。2021 年に行われた「第七回全国人口普及調査」のデータによると、

60 歳以上の高齢者が 2020 年に 2.6 億人、全人口の 18.7％を占めており、高齢化が急速に進

んでいる（第七次全国人口普查公报, 2021）。

一方、COVID-19 の流行に伴い、中国の国民の健康、経済発展、社会生活には大きな影響

があった。高齢者のための福祉施設やサービスも前例のない困難に直面した。そのため、この

特別な時期における入居者の満足度に影響する要因に関する分析は、今後の業界の行き先と

発展にも大きく関わってくると思われる。

本研究では、高齢者を対象とした CCRC コミュニティの入居後の満足度を中心に研究してい

る。国際的には、高齢者の感情や自己認識、価値観といった主観的な視点に基づくものと、生

活状況や人口動態変数といった客観的な視点に基づくものの 2種類の研究成果がある。そのた

め、本研究は泰康の家に入居する人達の満足度に影響する要因に着目し、欧米で先行して実

施されている CCRCの中国版の試みの一つを取り上げ、居住者の満足度を明らかにする。

仮説 1：施設の部屋環境、デザインが高齢者の生活満足度と関連がある。

仮説 2：施設の周辺環境は高齢者の生活満足度と関連がある。

仮説 3：施設のコストと価値は高齢者の生活満足度と関連がある。

仮説 4：施設のスタッフがよいと思っている高齢者は生活満足度が高い。

仮説 5：施設の医療サービス、食事が高齢者の生活満足に好影響を与える。

仮説 6：施設が提供する社会的活動が高齢者の生活満足に好影響を与える。

第 2章研究方法

本研究は泰康の家(上海申園)という施設で実施した。

調査期間：3 月 4 日～4 月 30 日。回収された調査票は 294 票、そのうち項目に欠測がない

252票を分析に用いた(有効回数率は 85.7％)。

調査に用いた調査表は以下の三つの部分に分けられる。第 1部は高齢者の基本情報であり、

第 2部は地域サービス満足度にたいする満足度であり、第 3部は改訂版 PGCモラール・スケー

ルである。
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そして、各変数は以下のように設定された。従属変数は生活満足度。独立変数： 部屋の環境、

マネジメントとスタッフ、医療関連サービス、食事、周辺環境、レクリエーション、設計、デザイン、

コストと価値、社会的活動である。独立変数は生活満足度である。調整変数は年齢、性別、学歴、

入所年数、健康度自己評価、世帯構成、住まいの地域、収入、居室面積、もっともと必要される

ニーズ、家族関係である。

分析方法としては、独立変数に部屋環境、マネジメントとスタッフ、医療関連サービス、食事、

周辺環境、レクリエーション、設計、デザイン、コストと価値、社会的活動を投入し、従属変数には

生活満足度を投入し、重回帰分析を用いて評価した。分析には統計ソフト SPSS25.0 for

Windowsを用いた。

第3章 研究の結果

対象者の平均年齢は 82.71歳、男性が 46.04％。就学年数の平均は 15.8年。半数以上の高

齢者（53.97%）はよい家族関係。とても健康だと思う人は 53.97％であり、まあまあ健康だと思われ

る人は 36.91％、不健康だと思う人と入院治療中のひとはそれぞれ 8.33％と 0.79％。一人暮らし

は 48.8%、配偶者と一緒に住む人は 47.62％、同居の子供と暮らしているは 3.58％。収入の平均

は 25436.51元。自立型の区域に住んでいる高齢者は 197人、全体の 78.18%を占める。60平米

以下は 71.03%、60 平米超える部屋に住んでいる人は 28.97%。配偶者ありは 88.8％、同居の子

供ありは 19.8％。最も高く求められているのは飲食サービス 36.51%、日常活動 22.62％、リクレー

ション 21.83％、医療 19.05％。平均入所年数は 3.54年。

生活満足度の平均値は 6.27 点、「部屋の環境」は 3.73 点、「マネジメントとスタッフ」3.43 点、

医療関連は 3.56点、レクリエーション 3.66点、食事 3.49点、周辺環境 3.56点、設計、デザイン

の平均点が一番低く 2.86 点。コストと価値、社会的活動はそれぞれ 3.78 点と 3.95 点。相関分

析によると、生活満足度は、いずれの独立変数とも正の相関があった。その中に関連が強かっ

た（0.5 以上）のはマネジメントとスタッフ、医療関連サービスとコストと価値。独立変数間は、設計

とデザインを除き、いずれも相関が高いということが分かった。重回帰分析では、学歴、家族関係

と健康状態が高い高齢者は生活満足度が高い。この結果と同じように、多数の研究では、高齢

者の健康状態が生活満足度に影響を与えると判明している。それに対して世帯構成、収入など

の属性は有意ではなかった。独立変数である CCRC 施設への評価については、マネジメントと

スタッフ、医療関連サービス、レクリエーション、食事、周辺環境、コストと価値、社会的活動という

要因では、高い点数をつけた高齢者は生活満足度が高い。施設の周辺環境は高齢者の生活
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満足度と関連があるといった結果を得た。それに対して、部屋環境、設計とデザインと高齢者の

生活満足度とは有意な関連が見られなかった。そのため、仮説 2、 3、 4、5、6を支持するもので

あったが、仮説 1は支持していなかった。

第4章 研究の考察

本研究は中国におけるCCRCモデルを利用する施設で調査を行い、CCRCの各要素が生活

満足度に影響を与えるかどうかを検討した。教育の重要性や家族の絆が高齢者の生活満足度

に影響を与える可能性があることを示唆している。健康管理や適切な医療サービスの提供が高

齢者の生活満足度に重要であると考えられる。

また、住まいと環境の面からみると半数以上の高齢者が一人暮らしをしており、多くの高齢者

が部屋の環境に満足している。部屋が綺麗かどうかはともかく、周辺環境や日当たりがいいかど

うかを重視されている傾向があるので、デザインに対して、そんなに高いこだわりを持っていない

とも考えられる。それに、高齢者の最も必要とされるニーズは飲食サービスであり、日常活動、レ

クリエーション、医療も重要なニーズとされている。なお、娯楽活動は、人々がストレスを解消し、

リラックスする機会を提供する。共通の娯楽を通じて人々は交流を深め、施設の一員としてのア

イデンティティを感じることができる。

本研究の限界と今後の課題については以下の通りである。まずは、分析対象者がかなり限定

されており、結果の一般化には慎重であることが必要である。また、本研究の研究時点は

COVID-19が終わって間もなくの時期なので、恐らくCOVID-19からの辛さから多少影響をうけ、

高齢者の生活満足度がそれほど高くはなかった（松平裕佳、2010；與古田孝、1995）。そのため、

今後の追跡調査が必要だと思われる。さらに、今回の研究はマネジメントとスタッフ、医療関連サ

ービス、レクリエーション、食事、周辺環境、コストと価値、社会的活動という要因が高齢者の生

活満足度に影響を与えたという知見が出たが、これらの要素はどうやって影響をするのか、今後

この仕組みを探りたいと思う。
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